
小さな学校の大きな快挙！

2014
No.113８月号

　強豪校を次々と破り、県中学校夏季体育大
会女子団体で初優勝した岩崎中学校卓球部。
熱い夏を過ごしたメンバーは、東北大会での
健闘を誓いました。
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自
然
の
中
で
共
同
生
活
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
に
た
く
ま
し
く
「
生
き
る
力
」
を
身
に

つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
教
育
委
員
会
主
催
の

人
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ン
プ
」
が
、
７
月
25
日
か
ら
十
二
湖
エ
コ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

今
年
も
３
小
学
校
の
４
〜
６
年
生
27
名
が
参

加
。
中
学
生
５
名
も
補
助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
、
自
分
た
ち
が
寝
泊
り
す
る
テ
ン
ト

張
り
や
空
き
缶
を
使
っ
た
サ
バ
イ
バ
ル
飯
作

り
な
ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア
を
満
喫
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
メ
イ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
何
と
い
っ
て
も
丸
太
に

よ
る
い
か
だ
作
り
。
６
班
に
分
か
れ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
な
か
な
か
目
に
す
る
機
会
の
な

い
丸
太
を
運
び
、
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
や
ア
ド

バ
イ
ス
の
も
と
、
ど
う
す
れ
ば
き
ち
ん
と
固

定
で
き
る
か
を
考
え
て
、
し
っ
か
り
と
ひ
も

で
結
び
、
い
か
だ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
十
二
湖
海
浜
公
園
に
移
動
し
、

恒
例
の
い
か
だ
レ
ー
ス
。
途
中
で
オ
ー
ル
が

流
さ
れ
た
り
、
い
か
だ
の
ひ
も
が
緩
ん
で
壊

れ
そ
う
に
な
っ
た
り
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
!?
の

中
、
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
い
か
だ
を
岸
ま

で
移
動
さ
せ
、
６
班
全
て
が
無
事
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
木
登
り
に

挑
戦
。
子
ど
も
た
ち
は
、
腕
の
力
で
は
な
く

足
で
真
下
に
蹴
る
よ
う
に
し
て
登
る
こ
と
な

ど
、
木
登
り
の
コ
ツ
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
自
分
の
力
で
高
く
登

っ
た
木
の
上
か
ら
、
普
段
は
み
る
こ
と
の
で

き
な
い
絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
は
「
み
ん
な
で
協
力
し
て
い
か
だ
を
作
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
、
「
初
め
て
参

加
し
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と
、
感
想
を
述

べ
、
補
助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
中
学

生
は
「
今
ま
で
は
参
加
す
る
側
だ
っ
た
け
ど
、

裏
方
の
仕
事
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
泊
２
日
の
日
程
で
、
親
元
を
離
れ
て
仲

間
と
の
ア
ウ
ト
ド
ア
生
活
を
体
験
し
た
子
ど

も
た
ち
。
協
力
し
て
物
事
を
成
し
遂
げ
る
達

成
感
や
、
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
行
う

自
立
心
を
身
に
付
け
、
少
し
日
焼
け
し
た
顔

に
は
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
跡
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

①　木登りのコツは足。インストラクターの指導
を受け、器用に足を使って木の上を目指す

②　いかだがばらばらに!?緊急事態発生を受け、
みんなでいかだを支えて岸まで移動（泳ぎたい
だけのような気もします…）

③　炎天下の中、子どもたちはもちろんスタッフ
も中学生も一緒になっていかだを作りました

④　いかだレース１位で流しそうめん特等席をゲ
ット！（そうめんはどこでも食べることができ
ました）

①

④

③

②

充実の たくましく夏 成長
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海
洋
自
然
学
校
〜

自
然
豊
か
な
　
　
を
満
喫

海

　　

水
産
物
か
ら
連
携
ス
タ
ー
ト

　
農
林
水
産
物
の
高
機
能
ブ
ラ
ン
ド

化
と
地
域
資
源
の
調
査
、
研
究
開
発

を
通
し
た
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、

７
月
22
日
、
町
と
弘
前
大
学
食
料
科

学
研
究
所
が
、
基
幹
産
業
で
あ
る
一

次
産
業
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
、

互
い
に
連
携
・
協
力
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
に
設
置
さ
れ
た
同
研

究
所
と
自
治
体
の
協
定
締
結
は
、
今

回
が
初
め
て
。
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、
吉
田
町
長

が
「
産
学
官
連
携
の
も
と
に
具
体
的

事
業
を
実
施
し
、
地
域
振
興
に
よ
り

活
性
化
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
嵯

峨
直
恆
研
究
所
長
が
「
深
浦
町
は
、

白
神
山
地
を
背
後
に
控
え
、
食
を
開

発
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
、
自
然
豊

か
な
魅
力
あ
る
地
域
」
と
語
り
、
今

後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
マ
グ

ロ
ブ
ラ
ン
ド
力
の
推
進
、
サ
ー
モ
ン

養
殖
の
可
能
性
調
査
、
低
未
利
用
の

モ
ズ
ク
や
エ
ゴ
ノ
リ
等
の
海
藻
類
の

高
機
能
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
大
河
原
隆
副
学
長
は
「
ま

ず
は
水
産
物
を
中
心
に
取
り
組
み
、

１
年
後
に
は
包
括
的
な
協
定
に
発
展

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
深
浦
か

ら
世
界
に
情
報
発
信
で
き
る
成
果
を

挙
げ
て
い
き
た
い
」
と
、
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　
　
ブ
ラ
ン
ド
化
で

　
　
　
魚
価
低
迷
に
歯
止
め

　　
今
回
締
結
し
た
同
研
究
所
と
の
連

携
は
、
水
産
物
の
取
組
み
か
ら
始
め

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
方
を

海
に
囲
ま
れ
た
青
森
県
で
は
、
各
地

で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
種
を
全
国
へ
出

荷
。
当
町
で
も
、
ほ
ぼ
毎
日
何
ら
か

の
魚
が
水
揚
げ
さ
れ
て
お
り
、
日
本

海
側
に
お
け
る
県
内
有
数
の
水
産
物

供
給
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
種
多
様
な
魚
種
が
見
ら
れ
る
深

浦
は
、
低
未
利
用
魚
や
海
藻
が
豊
富

に
あ
り
、
研
究
対
象
と
し
て
は
絶
好

の
場
所
。
そ
の
一
方
で
、
温
暖
化
の

影
響
や
産
地
間
競
争
の
激
化
等
に
よ

り
、
町
全
体
の
水
揚
量
、
金
額
と
も

減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

嵯
峨
所
長
が
挙
げ
た
マ
グ
ロ
、
サ

ケ
・
マ
ス
、
海
藻
類
は
漁
獲
量
と
金

額
が
比
例
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
も
、
町
で

取
り
組
ん
で
い
る
マ
グ
ロ
の
ま
ち
づ

く
り
と
合
わ
せ
て
、
海
藻
類
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
よ
る
魚
価
低
迷
の
歯
止
め

が
、
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
養
殖
事
業
の
可
能
性
を
探
る

　
マ
グ
ロ
や
海
藻
類
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
柱
が
、
サ
ー
モ

ン
養
殖
事
業
の
可
能
性
調
査
。
嵯
峨

所
長
は
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー

モ
ン
や
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
の
養
殖
を

想
定
し
た
産
学
官
連
携
の
研
究
会
を

立
ち
上
げ
、
民
間
事
業
者
と
と
も
に

建
設
地
の
適
性
や
水
質
環
境
、
事
業

採
算
を
調
査
し
、
５
年
く
ら
い
で
生

産
体
制
を
整
え
た
い
考
え
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
海
中
に
仕
掛
け
た
網
や
延
縄
等
、

自
然
を
相
手
に
行
う
漁
法
が
主
だ
っ

た
深
浦
町
に
お
い
て
、
サ
ー
モ
ン
養

殖
事
業
調
査
は
、
作
り
育
て
る
漁
業

の
入
り
口
と
な
る
新
し
い
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
超
え
る
べ
き
課
題

は
あ
り
ま
す
が
、
漁
業
に
お
け
る
雇

用
の
確
保
や
後
継
者
対
策
に
も
な
る

連
携
事
業
の
進
展
に
、
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

産
学
官
連
携
で
地
域
活
性
化
を

吉田町長と握手する嵯峨所長（右）

深浦町海面漁獲数量及び金額

マグロ漁獲数量及び金額

さけ・ます漁獲数量及び金額

海藻類収穫量及び金額

　

様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
地
元
産
業
へ
の
理

解
と
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
後

継
者
の
育
成
に
努
め
て
い
る
深
浦

マ
リ
ン
キ
ッ
ズ
。
こ
の
活
動
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
海
洋
自
然
学

校
」
が
、
７
月
29
日
か
ら
30
日
に

か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
を
怖
が
る
こ
と
な
く
海
に
親

し
ん
で
も
ら
い
、
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
て
海
へ
の
知
識
を
深

め
て
も
ら
う
海
洋
自
然
学
校
に

は
、
34
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
。
２
日
間
に
渡
っ
て
、
岡
崎
海

岸
で
の
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
講
習
会
や
海
ほ
た
る
観

察
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
し

ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で

は
、
参
加
者
の
半
分
が
経
験
者
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
慣
れ
た
手
つ

き
で
ス
ノ
ー
ケ
ル
や
フ
ィ
ン
を
装

着
。
５
組
に
分
か
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
深

さ
３
ｍ
以
上
の
沖
合
へ
移
動
し
、

目
の
前
で
泳
ぐ
魚
た
ち
を
見
た

り
、
岩
と
岩
の
間
に
い
る
ヒ
ト
デ

や
サ
ザ
エ
を
見
つ
け
、
大
は
し
ゃ

ぎ
し
て
い
ま
し
た
。

　

海
中
散
策
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
は
「
３
年
間
参
加
し
て
、
プ
ー

ル
で
も
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
、
「
友
達
と
楽
し
く
泳
ぐ
こ

と
が
で
き
た
」
と
、
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
と
過
ご
し
た
２
日
間

で
、
海
に
親
し
み
、
知
識
を
深
め

た
子
ど
も
た
ち
は
、
確
か
な
成
長

と
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感

し
、
豊
か
な
深
浦
の
海
を
満
喫
し

た
様
子
で
し
た
。

自
然
豊
か
な
　
　
を
満
喫

〜
海
洋
自
然
学
校
〜

海
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ウォッチング

ま

ウォッチング
みなさんの身近な話題・行事・出来事な
どの情報をお寄せ下さい。

深浦町企画財政課　企画調整係
電話　74－2113

湖畔のデッキでほっと一息

米の分量に合わせて慎重に水を入れる

夏本番に向けテープカット

広がれ！赤十字奉仕広がれ！赤十字奉仕
　町赤十字奉仕団（堀内カツ委員長）と青少年赤十字
メンバーとの交流研修会が、いわさき小学校で行われ
ました。
　初開催の研修会には、４年生15名が参加。災害時
を想定し、泥水や海水でも煮炊きできる救援用包装食
袋「ハイゼックス」を使った炊飯に挑戦しました。
　研修を終えた子どもたちは「災害時は、炊き出しの
手伝いをしたい」と、感想を述べていました。
　同奉仕団では、他の小中学校や保育園でも赤十字の
輪を広げていくこととしています。

　「日本の渚100選」の岡崎海岸で、津軽のトップを
切って海開き安全祈願祭が行われまた。
　強い雨の降り続く中、関係者が水難事故の防止と遊
泳者の安全を祈願。その後、吉田町長が「夏の観光振
興に向け、関係者一体となって頑張りたい」とあいさ
つしました。
　町内には「日本の水浴場55選」に選ばれた千畳敷
を始め、白神山地を望む森山海岸など、多くの海岸が
存在。今年も対象地点全てにおいて、最も水質がよい
とされるＡＡ判定となっています。

　森林が持つセラピー効果を体験してもらおうと、７
月26日と27日、森林セラピー基地「十二湖の森」で、
町民向け体験会が行われました。
　26日の体験会には10名が参加。散策前に血圧や体
温、ストレス値を測るアミラーゼ測定を行い、金山の
池や青池などを巡るセラピーロードを散策しました。
　参加者は、ガイドによる指ヨガや野鳥の鳴き声、ヒ
ノキなどの植物の匂いでリラックスした様子。散策後
の健康数値も改善し、森の癒し効果を確認していまし
た。

ちか
ど

遊泳者の安全を祈願遊泳者の安全を祈願

森の癒しを体験森の癒しを体験

　木造高校深浦校舎と白神山地の生き物を観察する会
（浜田哲二代表）が、白神体験学習の一環として、笹
内川流域の流倒木回収、ウッドチップ袋詰め作業を行
いました。
　川原での流倒木回収作業では、浜田代表が流倒木に
よる土石流の危険性を説明。続いて、マタギの伊勢勇
一さんが切り分けた厄介者の太さ約60㎝のドロノキ
を、ロープなどで１か所に集めました。
　その後、校舎に移動し、笹内川流域の倒木で事前に
作ったトラック２台分のチップの袋詰めを実施。生徒
たちは、手作りのペットボトルスコップなどを使って
袋詰めし、「川の災害を防ぐ活動ができて気持ち良か
った」と、感想を話していました。
　袋詰めしたチップは、10月下旬に十二湖森林セラ
ピー遊歩道に敷き詰める予定。故郷を守り、再生資源
への手助けをした生徒たちの顔には、充実感が溢れて
いました。

川の厄介者が
　遊歩道のチップへ変身
川の厄介者が
　遊歩道のチップへ変身

７
８

７
10

しなやかに踊る中学生

　岩崎地区で雨乞いの「花上げ踊り」が行われ、初参
加の女子中学生がしなやかな踊りを披露しました。
　武甕槌神社の例祭日に行われる花上げ踊りですが、
少子化の影響で男子中学生の参加が今年は１人に。そ
のため、花上げ踊り保存会が、女子中学生２名に参加
を呼びかけました。
　参加した13名は、３組に分かれて踊りを披露。大
役を果たした女子中学生は「緊張したけど楽しかっ
た」と笑顔で語り、400年近く地域で守られてきた伝
統が、今年も新しい世代へと受け継がれました。

郷土芸能を絶やさない郷土芸能を絶やさない７
15

７
26

伊勢さん（左）と一緒に倒木を引く

手作りのスコップ等を使って袋詰め

７
２

たけ みか づち
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ふかうら
いいね！
ふかうら
いいね！

Good Job! Fukaura

15年以上続く弘前実業高校の合宿。小中学生が多数参加し、
技術向上の最高の場となっている

岩崎中学校卓球部
　７月20日から行われた青森県中学校体育大会夏季大会
卓球女子団体において、見事初優勝を果たした岩崎中学
校卓球部。７月29日、吉田町長へ優勝報告に訪れた卓球
部を紹介します。

　今回優勝報告に訪れたのは、卓球部主将の奥村寧々香
さん（３年）をはじめ選手10名、コーチの原田弘信さん、
川村彩子さんと学校関係者のみなさん。吉田町長を前に
少し緊張した様子でしたが、快挙達成のねぎらいの言葉
をかけられ、徐々に笑顔が浮かんできました。
　岩崎中卓球部は、昨年も地区大会で優勝しましたが、
県大会は予選敗退。今年はコーチの厳しい練習!?の成果
もあり、地区大会を制覇、県大会での決勝トーナメント
は、すべて３－２という接戦を制し、優勝の栄冠を手に
しました。
　原田コーチによると、生徒たちが強くなった原因は

「みんなが競い合っている」こと。練習で負けると泣く
子もいて、その悔しさをバネにまた練習に打ち込む、こ
れを繰り返すことで、全体がレベルアップしたと感じて
います。
　さらに、強い選手との対戦や強豪クラブでの練習に出
かけ、その成果をチームに持ち帰ることで、より強くな
るという良い環境が生まれています。７月下旬から町民
体育館で行われた今年の県高校総体チャンピオン、弘前
実業高校卓球部の合宿練習にも何名かの選手が参加、高
校生との練習を繰り返し、アドバイスを受けていました。
　県大会を振り返って、キャプテンの奥村さんは「今ま
でやってきた練習量を信じ、仲間を信じて全力で戦えた
こと」を、今回の勝因に挙げています。また、チームの
特徴として「元気な人が多い。他の学校から見たら『岩
崎うるさい』と思われるかも（笑）。でも、元気を出し
て勝てたので、これからも元気を出していきたい」と、
話してくれました。
　そして、もう一つの勝因を挙げるとすれば、川村コー
チの選手起用が見事にはまったこと。「対戦相手のエー
スが何番目に出るかを分析し、読み通りの展開だった」
と、川村コーチは言います。勝負を決める最終試合は、
すべて奥村さんが出場し「緊張で足の震えが止まらなか
った」ようですが、奥村さんの試合前に起用した選手が
期待に応え、キャプテンが勝利を掴み取ったことは、チ
ーム全体の力が高いことを表しています。
　最後に「全力を出し切って、全中（全国中学校体育大
会）にいけるよう頑張ってきます！」と、８月の東北大
会へ向けて決意を語った奥村さん。笑顔弾けるメンバー
の更なる活躍が期待されています。

むし歯予防の豆知識

浦　谷　理　暖
り のん

 さん岩　根　彩　華 さん

（６　区）

海　浦　優　希
ゆう き

 くん

（崎の町）
いろ は

（舮　作）

吉　田　千　鶴
ち づる

 さん

（広　戸）

櫻　井　孝　承
こう しょう

 くん

（風合瀬）

　乳幼児用イオン飲料は、高熱が出ている時、嘔吐や下痢がひどい時、汗を大量にかいた時の水分補給として

は良いと思いますが、普段入浴後やのどが渇いた時飲むには糖分が多すぎ、しかもそれを哺乳瓶で飲ませてい

ると上の前歯がすぐにむし歯になってしまいます。適度な塩分と糖分を含んでいますが、糖分の濃度が高く甘

みがより強いため子どもが好んで飲み習慣化してしまいます。特に夜寝る前や夜中に起きた時は与えないよう

にしましょう。与えすぎると肥満や食欲不振など全身にも悪影響を与えます。

　また、学童期にペットボトルのイオン飲料を持ち歩き常時飲んでいると、生えたての永久歯のむし歯リスク

が大きくなるので気を付けましょう。

むし歯ゼロの子むし歯ゼロの子

大集合を大切に歯
　　　　７月に行われた３歳児健診で、むし歯がなかった子どもたちを紹介します。

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
ご用命は 

任せて安心の 
家族葬から一般葬・社葬まで 
ご予算に応じた御葬儀を 
提案・施工いたします。 

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ 
「一般貨物自動車運送事業（霊柩）第４９７号」 
３６５日・２４時間受け付けております。 

厚生労働省認定
１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６

9:00～12:00

3:00～6:00

午
前
午
後

○ ○

○ ○

たけくま動物病院

ITOKU
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

至
三
種
町

●
ローソン

●
TUTAYA

ITOKU
●

ホーマック
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

四小入口

至
三
種
町

はま
寿司
●

すき家
●

●
ホテルミナミ

●
ホテルミナミ

●くすりの大越
●ちえ美容室

●
ローソン

●
TUTAYA

N

第
四
小
学
校

入院施設有

往 診 快 諾

■ペットホテル・トリミング有
■避妊・去勢手術随時受付
■狂犬病・フィラリア・
　混合ワクチン予防実施
■各種検査、健康診断（血液・
　レントゲン・超音波・内視鏡・
　心電図等）

◎診療時間

秋田県能代市藤山114番地
TEL 0185－89－2666

月 火 水 木 金 土 日・祝日

http://www.takekuma-vet.com/

受
付
時
間
は
終
了
の

30
分
前
ま
で
で
す

○ ○ ○10:00
12:00
〜

3:00
5:00
〜

1:00
3:00
〜

10:00
12:00
〜

○ ○
3:00
5:00
〜

「思いやりの心」と「明るく誠実に接する」動物病院を目指しています。
狂犬病予防注射は病院で随時接種できます。
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す こ や か

健　康
万歩計
健　康
万歩計

つがる西北五広域連合長に
五所川原市長、平山誠敏氏が再選 す こ や か

山　下　　　優　先生
深浦医院・院長

今 月 の
ドクター

広報ふかうら６月号の続きです。
⑵　「人工尿道括約筋の埋め込み術」を通しての「混合診
療」の理解

１．前立腺がん検診でのPSA（＝前立腺特異抗原）検査の
普及により、「早期がん」が見つかり、前立腺全体を取り
除く「前立腺全摘術」を受ける患者さんが増加しています。

２．この場合、命の方は間違いなく保証されます。しかし、
排尿を自分の意志でコントロールするのに絶対必要な尿道
括約筋の機能が、手術で失われてしまうケースがあります。
そうなった場合、尿を膀胱にためておく事が出来ず、常時
の尿の垂れ流し状態に陥ります。この重症尿失禁状態はこ
れまでの一般的な治療では改善される事は有りません。重
症尿失禁は前立腺全摘術を受けた人の１～３％に起こると
されています。

３．重症尿失禁へのこれまでの対応策は「オムツの使用」だ
けでした。つまり、オムツに依存した生活となるしかあり
ませんでした。オムツも尿の量・臭い・肌への接触感等の
面では改善されてはいますが、外出や会合等での人との接
触等を考えれば、気持ちも塞ぐ事でしょう（海外では重症
尿失禁が原因でうつ病を発症し自殺したケースも報告され
ています）。加えて、オムツ代も月３万円は超えてしまう
様です。QOL＝生活の質が大幅に損なわれてしまうこと
になります。

４．こういう患者さんにとって、唯一の治療法となったのが
「人工尿道括約筋の埋め込み術」です。手術は全身麻酔で

行われ、所要時間は１～２時間、入院期間は１週間弱です。
費用の方は、公的保険の使えない人工尿道括約筋の機器と
その埋め込み手術の部分で170万円程度。これに保険が使
える検査費や入院費といった部分の自己負担分が加わりま
す。費用は決して安いとは言えないかと思います。又、こ
の「埋め込み術」を行える施設として認定されている医療
機関は北海道大学病院（札幌市）、東北大学病院（仙台
市）他等と少数に限られています。

５．手術の結果はどうでしょうか？埋め込んだ機器は、特段
の事が起こらなければ、10年以上の使用に耐えていると
の事です。又、術後の状態を見ますと、完全に尿失禁が治
癒した方が46.6％、残りの方も１日１枚の尿とりパット
で対応できる程度の失禁で済んでいて、実に91.4％の方
が「社会生活に支障がない」と答えているそうです。患者
さんの満足度は高いもので、大変優れた治療法だと言える
と思います。

⑶　最後に
　この様に、混合診療はある患者さんにはこの上のない贈
り物となり、素晴らしい事だと思います。ただ、その反面、
混合診療の拡充・発展は「お金のない人には高嶺の花のよ
うな医療が中心になるのではないか」「保険診療の衰退を
もたらしかねないのではないか」等々、「問題点」を指
摘・憂える声も強まっています。影の部分への関心を失わ
ない事も大切なのではないでしょうか。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さんが
健康で元気に過ごすための必要な情報を提供
し、ドクターからのアドバイスを紹介するコ
ーナーです。

最近話題の「混合診療」を巡って②

夏 の 過 ご し 方 豆 知 識
～どうしたらいいの？熱中症にかかったら～

今年も暑い季節を迎え、日本全国で熱中症が多発しています。
熱中症とは、暑熱による障害の総称。
熱中症にかかると、運動不能等の状態になり、重症になると死亡の危険率
が高くなるとされています。
夏を快適に過ごすため、熱中症の予防と対処方法を知っておきましょう。

問合せ先：深浦町国民健康保険関診療所
　　　　　　ＴＥＬ　７６－２１０９

◆熱中症の分類と対処方法

【参照：消防庁リーフレット】

“かくれ脱水”とは、自分でも気づかないうちに、体内の
水分が足りなくなっている状態のことを言います。放
っておくと熱中症を引き起こすこともありますので、
早めの対策をしましょう。
　かくれ脱水はお年寄りに起こりやすいものですが、
若い人でも夏バテや、二日酔いのときに起こります。日
頃からこまめな水分補給を心がけましょう。

　　手軽で美味しい
　　　　　　経口補水液レシピ
１　砂糖40ｇ（大さじ4杯と1/2杯）と、食塩3ｇ（小さじ

1/2杯）を湯冷まし1ℓに溶かす。
２　飲みやすい温度になるまで、かき混ぜる。
３　果汁（レモンやグレープフルーツ等）を入れると、

飲みやすくなり、カリウムの補給にもなります。

　�水分補給には
　　　　経口補水液が最適です！�

　経口補水液は、自宅で簡単に作れます。脱
水症状の時だけでなく、子どもの急な下痢や
嘔吐時の水分補給にも最適です。

熱中症を予防するには
　　　　かくれ脱水に注意！
熱中症を予防するには
　　　　かくれ脱水に注意！

めまい・立ちくらみ・手足
のしびれ

頭痛・吐き気・体に力が入
らない・判断力の低下

意識障害（呼びかけに対し
反応がおかしい等）・運動
障害（普段通り歩けない
等）

涼しい場所へ移動・安静・
水分補給

涼しい場所へ移動・体を冷
やす・安静・水分と塩分の
補給

涼しい場所へ移動・安静

症状が改善すれば受診の
必要なし

口から飲めない場合や症
状の改善が見られない場
合は受診が必要

ためらうことなく救急車
を要請（119番）

重症度 症　　　状 対　　　処 医療機関への受診

　7月16日、つがる西北五広域連合構成6市町長による連合長の選挙が
行われ、五所川原市長平山誠敏氏がつがる西北五広域連合長に再選され
ました。
　つがる西北五広域連合は、五所川原市、つがる市、鰺ヶ沢町、深浦町、
鶴田町、中泊町の２市４町で構成されており、つがる総合病院・かなぎ
病院・鰺ヶ沢病院・つがる市民診療所・鶴田診療所の西北五圏域自治体
５病院・診療所の一体運営を行っています。
　平山連合長は「地域住民の医療ニーズに対応した質の高い医療サービ
スの安定的な提供へ努力し、圏域全体の福祉向上のために邁進したい」
と抱負を述べました。

つがる西北五広域連合長に
五所川原市長、平山誠敏氏が再選
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深
校
だ
よ
り

太
宰
の
宿

ふ
か
う
ら
文
学
館

今
月
の
一
冊

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

太
宰
の
宿
ふ
か
う
ら
文
学

館
が
お
薦
め
す
る
書
籍
を

紹
介
し
ま
す
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白
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体
験
学
習
で
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を
知
る

　
７
月
２
日
、
白
神
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
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カ
メ
ラ
マ
ン
の
浜
田
哲
二
さ
ん
、
律
子
さ
ん
ご
夫
妻
と
マ
タ
ギ

の
伊
勢
親
方
の
ご
指
導
の
も
と
、
町
内
の
笹
内
川
に
流
れ
着
い
た

流
木
を
回
収
し
、
そ
の
木
で
、
十
二
湖
森
林
セ
ラ
ピ
ー
遊
歩
道
に

し
き
つ
め
る
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
作
り
、
袋
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め
を
し
ま
し
た
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作
業
は
ま
ず
、
町
内
の
笹
内
川
の
わ
き
に
積
み
上
げ
て
あ
っ
た

丸
太
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
生
徒

は
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
、
手
際
よ
く
作
業
を
こ
な
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
あ
と
、
さ
ら
に
上
流
に
進
み
、
伊
勢
親
方
と
浜
田
さ
ん
に

よ
る
環
境
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
川
端
に
流
れ
着
い
た
大
き
な

ド
ロ
ノ
キ
が
あ
り
ま
し
た
。
樹
齢
は
50
年
ほ
ど
だ
そ
う
で
す
。
お

二
人
か
ら
、
こ
の
木
に
つ
い
て
、
刃
物
を
痛
め
や
す
い
木
で
あ
り
、

近
年
は
木
材
利
用
と
し
て
は
価
値
が
な
い
が
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
に

利
用
す
る
に
は
、
木
質
が
柔
ら
か
い
た
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し
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い
る
な
ど
の
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り
ま
し
た
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昼
休
み
を
挟
ん
で
学
校
に
戻
る
と
、
朝
に
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込

ん
だ
木
が
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
に
な
っ
て
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
生
徒

手
作
り
の
専
用
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
１
つ
ず
つ
袋
詰
め
に
し
て
い

き
ま
し
た
。
３
０
０
袋
も
詰
め
た
か
と
思
い
ま
す
。
生
徒
は
、
照

り
つ
け
る
日
差
し
の
下
、
暑
さ
に
耐
え
な
が
ら
黙
々
と
作
業
を
進

め
て
い
き
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
に
は
、
こ
の
木
を
十
二
湖
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
遊
歩
道

に
敷
き
詰
め
る
予
定
で
す
。

進
路
講
話
を
聞
く

　

７
月
７
日
、
本
校
体
育
館
に
お
い
て
「
進
路
講
話
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
平
成
24
年
度
卒
業
で
、
現
在
八
戸
学
院
大
学
２
年

の
寺
沢
千
晶
さ
ん
、
平
成
22
年
度
卒
業
で
不
老
ふ
死
温
泉
勤
務
の

菊
池
香
恋
さ
ん
、
平
成
22
年
度
卒
業
で
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
ミ
リ
ア
勤

務
の
三
浦
恵
留
さ
ん
、
深
浦
町
で
ヘ
ア
＆
メ
イ
ク
Q’z
（
キ
ュ
ー

ズ
）
を
営
む
長
尾
久
子
さ
ん
か
ら
、
そ
の
職
業
を
選
ん
だ
理
由
や
、

高
校
時
代
の
過
ご
し
か
た
に
つ
い
て
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

菊
池
さ
ん
や
三
浦
さ
ん
か
ら
は
「
学
生
時
代
に
は
、
英
語
の
力

を
身
に
つ
け
て
お
い
た
方
が
良
い
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
、
長
尾
さ
ん
か
ら
は
、
社
会
人
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
の

厳
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
先
輩
方
の
様
々
な
体
験
談
や
、
働
く
こ
と
で
得

た
知
識
を
聞
き
、
今
後
の
生
き
方
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
学
び
、

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

行
合
崎
清
掃
活
動

　

７
月
17
日
、
行
合
崎
で
海
岸
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
晴
天
で
、
照
り
つ
け
る
太
陽
の
も
と
、
生
徒
た
ち
は
各
々
ゴ

ミ
袋
と
デ
レ
キ
を
手
に
し
、
学
年
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
場
所
で
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

　
至
る
所
に
、
ロ
ー
プ
や
わ
な
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
お
け
や
い
す
、

ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
、
う
き
な
ど
、
数
え
切
れ
な
い
ゴ
ミ
が
散
乱
し

て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
外
国
の
文
字
が
書
か
れ
た
容
器
も
あ
り

ま
し
た
。

　

２
時
間
程
度
、
休
み
休
み
拾
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
拾
い
き
れ

ま
せ
ん
。
膨
大
な
量
の
ご
み
で
す
。
生
徒
も
、
あ
ま
り
の
ご
み
の

多
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

行
合
崎
と
い
え
ば
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
群
生
地
と
し
て
有
名

な
景
勝
地
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
大
事
な
観
光
資
源
を
き
れ
い
に
し
、

次
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
で
、
生
徒
の
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

が
よ
り
深
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

８
・
９
月
の
行
事
予
定

８
月
22
日（
金
）　

２
学
期
始
業
式　
　
　
　

９
月
１
日（
月
）〜
３
日（
水
）　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　

10
日（
水
）　

１
年
次
保
育
体
験
学
習
・
２
年
次
食
育
講
座

　
　

11
日（
木
）　
ふ
る
さ
と
研
修
②

　
本
屋
と
骨
董
屋
を
営
む
ひ
い

じ
い
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
へ
、
ひ

孫
の
女
の
子
が
訪
ね
て
き
ま
す
。

女
の
子
は
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
の

部
屋
で
、
た
く
さ
ん
の
古
い
マ

ッ
チ
箱
を
見
つ
け
ま
す
。

　
幼
い
頃
、
字
の
書
け
な
か
っ

た
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
日
記

を
つ
け
る
代
わ
り
に
、
マ
ッ
チ

箱
に
そ
の
日
の
思
い
出
の
品
を

入
れ
て
い
ま
し
た
。

　
オ
リ
ー
ブ
の
種
、
父
の
写
真
、

新
聞
の
切
れ
端…

…

箱
の
中
の

一
つ
一
つ
の
品
に
は
、
ひ
い
じ

い
ち
ゃ
ん
の
記
憶
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
イ
タ
リ
ア
の
貧
し
い
農
家
に

生
ま
れ
、
飢
饉
を
逃
れ
る
た
め

に
ア
メ
リ
カ
へ
渡
り
、
仕
事
を

求
め
て
移
動
を
繰
り
返
し
て
働

き
続
け
た
日
々
を
、
ひ
い
じ
い

ち
ゃ
ん
は
女
の
子
に
優
し
く
語

っ
て
聞
か
せ
る
の
で
す
。

　
イ
ラ
ス
ト
は
一
枚
の
絵
画
の

よ
う
に
細
か
く
描
き
込
ま
れ
、

過
去
の
場
面
は
古
い
写
真
を
思

わ
せ
る
セ
ピ
ア
色
で
、
現
在
の

場
面
は
ぬ
く
も
り
の
あ
る
色
合

い
の
カ
ラ
ー
で
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
と
女
の
子

と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
あ
た
た

か
な
会
話
が
、
読
後
に
深
い
余

韻
を
残
す
、
お
す
す
め
の
絵
本

で
す
。

マ
ッ
チ
箱
の
中
の
、大
切
な
記
憶

『
マ
ッ
チ
箱
日
記
』

ポ
ー
ル
・
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
／
文

バ
グ
ラ
ム
・
イ
バ
ト
ゥ
ー
リ
ン
／
絵

島　

式
子
・
島　

玲
子
／
訳

Ｂ
Ｌ
出
版
／
刊

太
宰
の
宿

ふ
か
う
ら
文
学
館

今
月
の
一
冊

《７月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 4,361人
4,889人
9,250人

3,906世帯

（－ 6）
（－ 1）
（－ 7）
（＋ 6）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.86㎢

６
月
21
日
〜
７
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯

ほ
ん
と
う
の
こ
と
を
言
う
ま
で
追
う
ホ
タ
ル
　
　
　
　
浜
　
町
　
闊
　
歩

深
追
い
を
許
し
た
人
が
今
の
妻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
か
も
め

地
獄
見
た
ピ
ン
チ
が
あ
っ
て
今
の
幸
　
　
　
　
　
　
　
乳
　
井
　
光
　
昭

大
ピ
ン
チ
あ
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
も
き
っ
と
く
る
　
　
　
　
後
　
藤
　
信
　
柳

子
を
奪
う
鬼
人
も
母
で
子
の
親
で
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
野
　
茶
花
子

渡
れ
な
い
奪
っ
た
あ
と
の
水
た
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
草
　
野
　
力
　
丸

ま
つ
り
酒
い
ず
れ
過
客
と
な
る
仲
間
　
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
磨
　
砂

温
か
い
素
う
ど
ん
つ
る
っ
と
今
日
を
終
え
　
　
　
　
　
古
　
川
　
博
　
子

（

）

紀　

本　

湊　

太　
　

進　
　

６　
　

区

　
　
　
　
　
　
　
　

真
理
子

た

そ
う

（

）

児　

玉　

澪　

南　

恵　

昭　

東　
　

野

　
　
　
　
　
　
　
　

栄　

子

な

れ
い

（

）

松　

下　

駿　

汰　

晴　

美　

北
金
１
区

　
　
　
　
　
　
　
　

真
喜
子

た

し
ゅ
ん

（

）

山　

家　

芭　

心　

一　

敏　
　

関

　
　
　
　
　
　
　
　

綾　

子

こ

は

（

）

藤　

田　

琉
之
介　

宗　

希　

柳　
　

田

　
　
　
　
　
　
　
　

美　

鈴

す
け

り
ゅ
う
の

夏
本
番
と
な
り
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
小
学
校
時
代
を
振
り
返
る
と
、
天
気
が
良
け
れ
ば
友
だ
ち
と
海
へ
行
き
、
泳
ぎ
方

や
ス
ノ
ー
ケ
ル
の
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
。
プ
ー
ル
よ
り
海
に
行
っ
て
い
る
方
が
多
か
っ
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
夏
休
み
最
終
日
に
残
っ
て
い
た
宿
題
を
や
っ
つ
け
る
と
い
う
、
お
決
ま
り
の
コ

ー
ス
。
始
め
の
う
ち
は
き
ち
ん
と
計
画
し
て
宿
題
を
す
る
も
の
の
、
遊
び
た
い
年
頃
の
た
め
、

い
つ
し
か
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
、

幸
い
、
７
月
中
に
限
っ
て
は
計
画
通
り
？
に
進
ん
で
い
る
う
ち
の
子
た
ち
。
最
後
に
ど
の

よ
う
な
ド
タ
バ
タ
劇
が
見
ら
れ
る
の
か
、
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

長　
坂　
良　
治
（
66
歳
）
舮　
　
作

池　
田　
昭　
吉
（
77
歳
）
３　
　
区

青　
木　
と　
せ
（
98
歳
）
４　
　
区

細　
川　
清　
富
（
85
歳
）
長
慶
平

中　
村　
　
孝　
（
78
歳
）
東　
　
野

藤　
嶋　
か　
つ
（
86
歳
）
塩
見
崎

山　
本　
て　
る
（
87
歳
）
風
合
瀬

平　
沢　
　
祐　
（
83
歳
）
風
合
瀬

七　
戸　
キ
ヨ
ヱ
（
92
歳
）　

関

堀　
内　
い　
つ
（
96
歳
）　

関

伊　
東　
銀　
三
（
88
歳
）　

関

木　
村　
　
健　
（
24
歳
）
柳　
　
田



ちびっこ
　チャン

ピオン　　

ちびっこ
　チャン

ピオン　　

ちびっこ
　チャン

ピオン　　

ちびっこ
　チャン

ピオン　　
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「にてるかな？　　　　
ぼくとわたしのかお」

長坂良治議員が死去

（左から）

　まつした　さ ち えさん（５さい）

　か と う　ゆ　　いさん（５さい）

　はせがわ　か　　いくん（６さい）

　お　　の　か な たくん（５さい）

銀杏保育園のなかよしたち

「にてるかな？　　　　
ぼくとわたしのかお」

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介していきます。

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

８月号
No.113

＊
寄
附
者
の
紹
介
＊

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
ご
寄
附
を
次
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
東
京
都
大
田
区
　　

Ｋ　

・　

Ｙ　

　
様

〇
群
馬
県
太
田
市
　
篠　

原　

啓　

輔
　
様

〇
仙
台
市
若
林
区
　
見　

上　
　
　

敬
　
様

〇
兵
庫
県
西
宮
市
　
福　

沢　

常　

夫
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　　　）
藤田　浩惟ちゃん
　父　浩　修さん　　　
　母　由　華さん　柳　田

ひろただ

このコーナーでは、１歳を迎え
たチビッコ達をご紹介します

こんなに

　元　気　
です！

長坂良治議員が死去
　長坂良治議員が病気入院中のところ、
７月７日、逝去されました。
　長坂議員は、昭和59年に旧深浦町議
会議員に初当選、以来29年10ヶ月にわ
たって町政の発展に御尽力されました。
　この間、各常任委員長、議会運営委員
長など数多くの要職を歴任されました。
心からご冥福をお祈り申し上げます。


